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も、今後の動向やより詳細な状況を知ることはできないので、 「アンケー ト調査」と 「闘
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入が絡み合 う恰好になっている。新 しい銘柄の導入は、一時的には、卸売業者か ら見れば
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ビジネス ・チャンスであり、それゆえ新 しい銘柄の生産 に対する要望は強いが、同時に産
地に対する様々な要求 も増大する。










拡大することを可能にするビジネス ・チャンスである。 しか しながら、他方では他の卸売






が卸間売買価格よりも、場合によって低 くなることか ら、卸間売買を通 じた利ザヤ獲得の
可能性を大きくした。また、仕入価格が変動することによって、卸売価格 とのギャップが







流通業者、商社、等)と の結び付 きを強めているという特徴を持っている。 こうした動 き




















とめ更なる競争に巻 き込 まれ、結果的にその存在基盤 は動揺せざるを得ないと言える。
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論 文 審 査 の 要 旨
本論文は,半世紀にわたってさまざまな社会的役割を果た してきた食管制度が95年の10月末を
、もって廃止さ肋,そ れに代わって施行される,いわゆる新食糧法(主要食糧の需給と価格の安定







な く,能動的対応を通 じて国の制度(食 管制度)自 体を変質させるとともに,それを通 じて,そ
の資本自体の性格をも変化させてきた,と いうことに視点を据えるとい う,従来の研究視角に欠
けていた内容(論 点)か ら,上記の課題に接近するという新たな視角を提示 した ことも評価で
きる。
分析の主要な内容は以下のとお りである。①米穀卸売業者の動向は複雑だが,そ の典型的な特
徴は,さ まざまなビジネス ・チャンスの利用 ・創造を通 じて米市場に対する支配力を強めてきて
いる,②卸売業者間の米売買行為を通 じて,米の価格形成にも一定の影響を及ぼすことが可能 と
なってきた,③ 米穀卸売業者,米穀小売業者 ・外食産業等の問の水平的 ・垂直的統合が,大手卸
売業者を中軸に進行している,④ これらの動向を通 じて,食 管制度下の規制を国内流通面におい




制度における種 々の規制に対 してこれを取 り除く条件を作 り出すとともに,さ らに食管制度その
ものを空洞化する役割を果た し,そのことが新たに 「新食糧法」を産みだす1つ の原動力となっ
た,と している。
このように,本論文は,課題設定,分析方法,分 析視点,分 析 内容,そ して結論のいずれ も、
が,従 来の食管制度研究に欠落 していたものを批判的に検討した上で,新 たな秀れた知見を加え
たものと判断できる6従 って,審査会は本論文が博士の学位にふさわしいと判断した。
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